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令和８年度「マスフォーラム（数学生徒研究交流会）」の開催について 

（一次案内） 

 

秋晴の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃より本校の教育活動にご理解とご協力

をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、本校数学科では平成 24年度より海城高等学校（東京都新宿区）数学科と、研究を通じた交流会

を共同で実施してまいりました。今年度も、数学に興味・関心を持つ生徒たちの交流の輪をさらに広げ

ることを目的とした「マスフォーラム（数学生徒研究交流会）」を開催いたします。 

ご多忙とは存じますが、貴校生徒の発表または参加についてご検討いただきますようお願い申し上げ

ます。 

 

 

１. 目的 ・数学に関する研究発表を通して、参加生徒の数学への興味・関心をさらに高める。 

・次世代の数学研究者のネットワークを広げ、将来の数学研究に寄与する。 

 

２. 日時 令和９年１月 23日（土） 9：00受付開始（予定） 

 

３． 形式 来場による対面 

 

４. 時程 9：30 ～ 15：00（予定） 

午前：(1) 開会式 (2) 講師の方による講演 (3) 校内でのポスター発表 

午後：(4) 校内ホールでの全体発表 (5) 閉会式 

※参加人数が確定し次第、二次案内で詳細をお伝えします。 

 

５．講師の先生 

  島田 尚 （東京大学大学院 工学系研究科） 

  小串 典子（明治学院大学 情報数理学部） 

 

６. ご案内をお送りしている学校 

海城高等学校、市川高等学校、東京工業大学附属科学技術高等学校、 

筑波大学附属駒場高等学校、東京都立小石川中等教育学校、 

名古屋国際中学校・高等学校、神奈川県、東京都、千葉県下ＳＳＨ指定校、 

横浜市立高等学校 

その他、個別に参加をお願いしている学校がございます。 



７. 生徒の参加形態（すでに他で発表済みの内容でも構いません。） 

（Ａ) 時程(4)校内ホールでの全体発表 

   各校代表発表１件までの申込みといたします。 

     「様々な分野の事例における数学的考察」についての全体発表を一人 12分程度行います。 

  パワーポイントをご用意ください。 

     ※こちらにつきましては、閉会式に講師の方からご講評をいただきます。 

 

（Ｂ）時程(3)校内での個別ポスター発表 

     「様々な分野の事例における数学的考察」についてのポスター発表を順番に行います。 

  ポスターは作成後、PDFデータで提出していただきます。 

※(Ａ)で参加の方は、(Ｂ)でのポスター掲示をお願いします。 

 

（Ｃ）発表をしない聴講のみの参加 

 

※Ａでの参加校数や聴講者数が多くなってしまった場合には、ご相談のご連絡をさせていただきます。 

また、Cについても講演会への参加人数をご調整いただくことも予想されます。 

予めご理解くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

８. 申し込み方法 

  グーグルフォームより、令和８年 10月 14日（水）までにお申し込みください。 

  お申込み状況を受けて、１２月上旬に２次案内をご連絡申し上げます。 

 

【グーグルフォーム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９. 問い合わせ先 

  横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校   担当：  武田 太久実、髙橋 朋之 

電話：  045-511-3654（学校代表） 

E-Mail： ta08-takeda@city.yokohama.lg.jp 

※時間帯によってはお電話の応答が難しい場合もございます。 

メールでのお問合せもご利用くださいますと幸いです。 

 

グーグルフォームでの 

回答はこちら 

フォームでの入力が難しい場合には、 

下記問い合わせ先にメールでお送り 

ください。また、メールの場合には 

①所属学校名  ②所属電話番号 

③ご担当者氏名 ④ご担当者メールアドレス  

⑤参加生徒人数（参加形態ごとの人数） 

の記載をお願いいたします。 

mailto:ta08-takeda@city.yokohama.lg.jp

